Ｃｏａｌ

	Ｃｏａｌ
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10. 制限値
10.1. コマンド・スクリプト対応ファイル（dscmdscript）

	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	①一行の長さ　　　　　　　　               
	２５５バイトを越えた部分は、無視する。

	


10.2. ファイル上の制限

	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	ファイル名
	ファイル名長：１～３２バイト（スクリプトのディレクトリ指定部分は除く）

構成文字：空白文字と非表示文字を除く文字列
	

	１個のスクリプト・ファイルの大きさ
	ＵＮＩＸファイルの制限（通常は２Ｇバイト）
	

	一行の長さ　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
	５１２バイト（改行コードとＮＵＬＬを含む）
上記を越えたときは、区切って読み込まれる。
	

	行数
	ファイルの大きさの制限
	


10.3. 構文上の制限

	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	１個のスクリプト内のＯＮコマンドの数

	０～２０個

	

	１個のスクリプト内の手続きの数

	０以上。メモリ制限。

	

	１個の手続き内のコマンドの数　

	１以上。メモリ制限。

	

	１コマンド当たりのパラメータの数

	０～５１２個

	

	１個のパラメータの長さ
	０～４０９６バイト
	


10.4. 変数および定数
	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	（１）変数名
	名称文字列の長さ
	１２８バイト
	

	
	名称文字列の構成文字
	'A'～'Z'、'a'～'z'、'_'、'.'、'0'～'9'、日本語文字

ただし、先頭に'0'～'9'は使用できない。
	

	（２）変数の数　　　
	①内部変数、外部変数の数
	１～６５５３６の６５５３６個
	

	
	②配列の数(MAPPEDARRAY)
	１～６５５３６の６５５３６個
	

	
	③配列の数(ARRAY)
	１～ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	④パラメータ変数の数
	０～５１２の５１３個
	

	　　　　　　　　　　
	⑤検索変数の数
	０～５１２の５１３個
	

	（３）変数の値　　　
	①ＣＨＡＲ型　　　　　　　
	０～（ｉｎｔ－６）バイト
	

	　　　　　　　　　　
	②ＢＩＮ型
	ｉｎｔ
	

	
	③ＦＬＯＡＴ型
	ｄｏｕｂｌｅ
	

	
	④ＤＥＣＩＭＡＬ型
	精度は５１桁。１０の－３２７０１乗～３２７００乗

DECIMAL(精度,位取り)形式のときは、１０進固定少数点数型となり

精度は、１～５１、位取りは、－１２８～１２７
	

	　　　　　　　　　　
	⑤ＢＵＬＫ型
	０～（ｉｎｔ－６）バイト
	

	（４）システム変数
	＄ＥＲＲＯＲ
	ｉｎｔ
	

	　　　の値
	＄ＥＲＲＭＳＧ
	
	

	　　　　　　　　　　
	＄ＥＲＲＮＯ
	
	

	　　　　　　　　　　
	＄ＳＴＲＥＲＲＯＲ
	
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＴＵＰＬＥ
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＣＯＬＵＭＮ
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＵＳＥＲＩＤ
	０～１６バイト
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＵＳＥＲＩＮＦ
	６８バイト固定
	

	
	　＄ＨＩＤ
	０～８バイト（現在は、４バイト固定）
	


	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	（４）システム変数
	　＄ＤＡＴＥ　　　　　　
	０～１６バイト（現在は、８バイト固定）
	

	　　　の値
	　＄ＴＩＭＥ
	６バイト固定
	HHMISS

	　　　　　　　　　　
	　＄ＤＡＴＥＴＩＭＥ
	１９バイト固定
	YYYY/MM/DD HH:MI:SS

	　　　　　　　　　　
	　＄ＶＥＲＳＩＯＮ
	内容は固定
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＭＡＫＥＤＡＴＥ
	内容は固定
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＳＴＤＩＮ
	ポインタ
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＳＴＤＯＵＴ
	ポインタ
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＳＴＤＥＲＲ
	ポインタ
	

	　　　　　　　　　　
	　＄ＳＣＲＩＰＴＮＡＭＥ
	１～３２バイト
	

	
	　＄ＰＲＯＣＮＡＭＥ
	１～３２バイト
	

	
	　＄ＳＣＲＩＰＴＬＩＮＥ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＣＨＡＲ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＢＩＮＡＲＹ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＦＬＯＡＴ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＤＥＣＩＭＡＬ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＢＵＬＫ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＰＯＩＮＴＥＲ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＶＡＲＩＡＮＴ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＩＮＴＥＧＥＲ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＤＯＵＢＬＥ
	ｉｎｔ
	

	
	　＄ＮＵＬＬ
	０バイト
	

	
	　＄ＰＩ
	ｄｏｕｂｌｅ
	

	
	　＄Ｍ＿Ｅ
	ｄｏｕｂｌｅ
	


	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	（４）定数　　　　　
	①文字　　　　
	１個のパラメータの長さ－２バイト
	

	　　　　　　　　　　
	②１０進数　
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	③０ｂ指定　　　　　　
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	④０ｏ指定　　　　　　　
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	⑤０ｄ指定
	ｉｎｔ
	

	　　　　　　　　　　
	⑥０ｘ指定
	ｉｎｔ
	

	
	⑦浮動小数点
	ｄｏｕｂｌｅ
	

	（５）配列
	①内部番号配列のネスト
	メモリ制限
	

	
	②配列変数の次元
	１～１２の１２次元
	


10.5. 名称

	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	手続き名
	長さ　　　　　
	１～３２バイト
	

	　　　　　　　　　　
	構成文字
	空白文字と非表示文字を除く文字列
	

	エリアＩＤ
	構成文字
	空白文字と非表示文字を除く文字列
	

	ホストＩＤ
	構成文字
	空白文字と非表示文字を除く文字列
	


10.6. コマンド

	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	ＯＮ　　　　　　　　
	①手続き名の長さ　　　　　
	１～３２バイト
	

	　　　　　　　　　　
	②グループフィールド番号
	ｉｎｔ
	

	ＰＲＯＣ　　　　　　
	①手続き名の長さ　　　　　
	１～３２バイト
	

	ＥＸＥＣ　　　　　　
	①手続き名の長さ　　　　　
	１～３２バイト（スクリプトのディレクトリおよび手続き名指定部分は除く）
	

	　　　　　　　　　　
	②パラメータの数
	１コマンド当たりのパラメータの数－２
	

	ＲＥＴＵＲＮ　　　　
	①リターン値　　　　　
	符号を含む整数
	

	ＳＱＬ　　　　　　　

	①ホストＩＤ長　　　　　

	(i  )構成文字は、空白文字以外は任意。(文字定数または変数指定時)
(ii )長さは、０～(249-エリアＩＤ長)バイトを使用可能。cpf.infでの

     設定値で決まる固定長(デフォルト４バイト)で使用する。

(iii)自ホスト指定のとき（長さ０のとき）に使われるmydchost内のホ
     ストＩＤは、固定長(デフォルト４バイト)。
(iv )自ホスト指定以外のときは、dchosts において当該ホストＩＤと
     同じホスト名を持つ最初のホストＩＤ長が固定長(デフォルト

     ４バイト)。
	長さ０バイトとは、ＮＵＬ
Ｌパラメータか、定数・変
数でのデータ長が０バイト
のときを指す。


	　　　　　　　　　　
	②検索項目のデータ属性長
	０～１個のパラメータの長さ
	

	　　　　　　　　　　
	③ＳＱＬ文長　　　　　
	０～１個のパラメータの長さ
	変数変換後は、ｌｏｎｇ

	　　　　　　　　　　
	④処理番号
	０～１００
	

	　　　　　　　　　　
	⑤エリアＩＤ長
	０～（ＣＨＡＲ型の最大長）バイト
	

	ＲＥＡＤ　　　　　　
	①エリアＩＤ長
	０～（ＣＨＡＲ型の最大長）バイト
	

	　　　　　　　　　　
	②タプル番号　　　　　
	０～ｉｎｔ
	


	              　　 項　　　　目

	                           制　限　値

	        備　　考


	ＩＦ、ＥＬＳＥＩＦ　
	①ネスト　　　
	メモリ制限
	

	ＬＯＯＰ　　　　　　
	①繰り返し数　　　　
	０～ｉｎｔ。ＷＨＩＬＥ指定のときは、$LOOP_WHILE_MAX
	

	　　　　　　　　　　
	②ネスト　　　
	メモリ制限
	

	ＬＥＡＶＥ　　　　　
	①転送ホストＩＤ　　　　
	０または４バイト
	

	ＢＥＸＰ
	ＢＥＸＰコマンドを参照
	

	ＯＵＴＰＵＴ　ＦＭ　
	①フォーマットデータ　　　
	ＢＵＬＫ属性の変数
	

	ＯＵＴＰＵＴ　ＧＲ　
	①グループフィールド番号　
	０～９９９９９
	

	　　　　　　　　　　
	②タプル番号
	０～９９９９９
	

	　　　　　　　　　　
	③データフィールド数　　　
	０～９９９９９　ただし、（１コマンドのパラメータ数－３）／２以下
	

	　　　　　　　　　　
	④データフィールド番号
	０～９９９９９
	

	ＯＵＴＰＵＴ　ＤＴ　
	①タプル番号
	０～９９９９９
	

	　　　　　　　　　　
	②データ数　　　　　
	０～９９９９９　ただし、１コマンドのパラメータ数－３以下
	


ＢＥＸＰコマンドの制限
	
	                 　第　　１　　項
	                  第　　２　　項
	

	 　  演算種別

	    ＣＨＡＲ
	    ＢＩＮ
	   ＢＵＬＫ
	   ＣＨＡＲ
	    ＢＩＮ
	   ＢＵＬＫ
	     結　　果


	算術演算

	長さはＣＭＡＸ、
符号を含む整数文
字列のみ、数値（
ｉｎｔ）変換
	ｉｎｔ

	エラー

	長さはＣＭＡＸ、
符号を含む整数文
字列のみ、数値（
ｉｎｔ）変換
	ｉｎｔ

	エラー

	ｉｎｔ
０割りはエラー


	比較演算
　属性不一致は
  エラー

	長さはＣＭＡＸ

	ｉｎｔ

	長さはＣＭＡＸ

	長さはＣＭＡＸ
長さ０のときは、
属性は合っていな
くても良い
	ｉｎｔ

	長さはＣＭＡＸ

	０または１の
ｉｎｔ


	論理演算

	エラー

	ｉｎｔ

	エラー

	エラー

	ｉｎｔ

	エラー

	ｉｎｔ
ビット毎の＆、｜

	文字演算
  ＣＯＮＣＡＴ

	長さはＣＭＡＸ

	ｃｈａｒに変換

	２バイトＨｅｘに
変換
len*2+1<=CMAX
	長さはＣＭＡＸ

	ｃｈａｒに変換

	２バイトＨｅｘに
変換
len*2+1<=CMAX
	連結後の長さ
　＜＝ＣＭＡＸ


	  ＳＵＢＳＴＲ

	長さはＣＭＡＸ

	ｃｈａｒに変換

	２バイトＨｅｘに
変換
len*2+1<=CMAX
	長さはＣＭＡＸ

	切り出し位置と
見なす

	エラー

	切出し後の長さ
　＜＝ＣＭＡＸ


	  ＲＥＰ
	長さはＣＭＡＸ

	ｃｈａｒに変換

	エラー

	置換パラメータの
数 * 8 <= CMAX
	ｃｈａｒに変換

	エラー

	置換後の長さ
  ＜＝ＣＭＡＸ

	  ＣＯＮＤＡＳ

	長さはＣＭＡＸ

	ｃｈａｒに変換

	２バイトＨｅｘに
変換
len*2+1<=CMAX
	len2<=2はエラー
len2+1<=CMAX


	エラー

	エラー

	%s:len1+len2+1

%q:len1*2+len2+1

　＜＝ＣＭＡＸ

	  ＩＳ
	長さはＣＭＡＸ

	エラー

	エラー

	len2==0はエラー
len2<=CMAX
	エラー

	エラー

	ｉｎｔ



（ａ）len1,len2はそれぞれ第１項、第２項をｃｈａｒ型に変換したときの長さを表す。
（ｂ）２バイトＨｅｘとは、ＢＵＬＫ１バイトをｈｅｘ形式２バイトに変換したもの。
（ｃ）ＣＭＡＸ＝（ｉｎｔで現せる最大長）－６バイト
1


